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ふりがな とくていひえいりかつどうほうじんおかやまびゅーてぃさみっと 

団体名 特定非営利活動法人オカヤマビューティサミット 

代表者名 柚木幸子 

連絡先 

住所 岡山市北区表町 1-3-46-2 階 

TEL 086-221-0244 

E-mail info@okayamabs.org 

URL https://okayamabs.org 

設立年（西暦）       ２０１２年 

助成活動名 避難から自立に向けたセーフマインド事業 

助成額      1,000,000 円 

活動内容 

目的 

当団体ではすでにシェルター運営をしているが、シェアハウスのため 15 歳以上 
の男児を持つ母子世帯、父子世帯や親族での避難などの条件に沿わない当事者 
の受入れができず急遽、他の物件を準備することもある。 
そのため一人でも多くの方の保護を優先と考え、短期の物件契約や生活用品及 
び家具家電のリースをする状況になっている。 
こういった状況を変えるため常時入所できる物件を準備したい。 
というのも DV 被害・虐待被害者保護は予測されるものではなく、契約に時間
を要することで避難が遅れることもある。また避難時に普通の暮らしができる
受入れ体制を整えることで、当事者が安心して避難でき、シェルター退所後の
アフターフォローにより自立へつながる人の確保や場所の必要性を感じてい
る。 
 

内容 

①シェルター部屋準備 
 物件精査 2023 年 4 月～6 月 
 物件契約 6 月 
家電・家具等設置 6 月 
受入れ開始 6 月以降 
想定世帯数 約３世帯 6 月～2024 年 3 月まで 

②避難前からシェルター退出までの伴走支援  
避難～入居：移動（県外からも可能） 

１，カウンセリング：避難当初毎日、1 か月間約 15 回 
２，同行支援(行政、不動産など)・打ち合わせ：約 30 回 
３，退所～新入居：引越し手伝い 

成果 

①シェルター準備 
4～5 月：物件精査 
5～6 月：契約及び家電・家具等設置等 
6 月～受け入れ開始 
受け入れ世帯数：4 世帯 
本シェルターには、 
・夫やパートナーからの性的 DV にて望まない妊娠 
・多子世帯の避難 
・単身女性の避難 
があった。うち、行政連携 2 件、他団体連携 1 件、当事者 1 件が利用した。 
特に望まない妊娠により、堕胎手術もあり、アパートメント型シェルターは本
人の心体回復において、シェア型のように気を使わず入居できたのが良かっ
た。その他 ADHD など特性を持つ方の入所でも、同じような声が聞かれた。 
本助成にて、行政及び他団体からの避難依頼に迅速に対応できたことが良かっ



た。 
②避難前からシェルター退出までの伴走支援  
避難～入居：移動（県外からも可能） 

１，カウンセリング：避難～毎日 LINE や面談にて行った。 
２，行政、不動産や、病院への同行支援や民間支援団体との連携など、適宜行
った。 
３，退所～新入居：新しい物件探し・見学・対応や、職探しなど当事者の希望
を聞きながら、退所へつなげていった。 
４，退所後の支援：退所後の困りごとについて、LINE を通じてやり取りを行っ
た。当事者が不安定になりやすい状況の場合、傾聴などカウンセリングを行い
ながら伴走支援をしている。 

今後の課題と対
応策 

【課題】 
①本助成金で借りているシェルターを今後、賃借しておくままにするか？ 
②伴走支援等のため人件費がひつようとなること 
【対応策】 
①②ともに、本助成の成果の通り、必要な活動だと感じている。 
そのため、当団体独自のチャリティサロンの広報において、事業費を捻出する事。 
また、2024 年度には認定 NPO 取得に再チャレンジし、寄付控除制度の活用などにより、
寄付されやすい団体へ、ひとつずつではあるが、着実に団体として基盤を作っていく。 



写真の提出 

 
アパートメント型部屋は２DK 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家電(冷蔵庫・電子レンジ・洗濯機など)も準備できました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
急遽、入所となった多子世帯の方も避難することが出来ました。 
 
 
 
 

 


